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今年もよろしくお願いします

坂本 秀則議員

問芝の土壌については、契約の時にわ
かっていたのではないか。

答㏗７、８という弱アルカリであると検
査結果がでた。確実に根付くよう土
壌改良が必要なためである。

北山 正樹議員

問３月の臨時会で可決した議案が本年
中に変更の理由は。

答施行中にいろんな課題が出てきた。
協議をして土壌改良、舗装など調整
が必要である。

大久保 輝議員

問アスファルトの納期の問題で材料を
変更したということだが、価格の変
更はいくらか。

答アスファルト区画線などの外交工事
が800万円余りである。

西本 友春議員

問納期が間に合わないということで契
約金額が変わることについてどう考
えているのか。

答製品発注前に納期が間に合わないと
確認した。無塗装であれば工期に間
に合うので、変更した。

甲斐 榮治議員

問土壌改良と井戸掘削予算の1,200万
円の内訳は。

答ほとんどが土壌改良の予算である。

渡辺 裕之議員

問この契約の整備の変更は2,200万円
だが、補助金対象か。

答変更契約で増額する分も補助の対象
である。

中岡　敏博

安全安心のまちづくりの
ため、さらに調査研究し
提言をしていきます。また、
様 な々問題に対して解決
に導きます。

西本　友春

待機児童の解消・学童保
育の充実による子育て支
援と、防災に強い町づくり
を目指します。

大久保　輝

初心を忘れず、皆様の声
をお聞きしながら、安心し
て暮らせるまちづくりに取
り組みます。

矢野　厚子

令和２年は菊陽町が次の
時代に飛躍できるための
人材つくりと情報収集の
ために歩き回ります。

廣瀨　英二

安心安全で快適なうるお
いある菊陽町を目指して多
くの課題に全力で取り組
みます。

阪本　俊浩

農業振興、防災対策、通
学路の安全性などあらゆ
る観点から物事を考え、
一年間頑張ります。

那須眞理子

今やるべき事を提言し、未来
へ繋げます。
①児童・生徒の生活環境へ
の支援
②農業生産への支援の拡充

佐 木々理美子

住みやすいまちづくりの
為に声を出していきます。
「高齢者の方々 、子どもた
ちの健やかな生活を守る
ために！」

布田　悟

ネズミの如く静かに、優しく

そして深く考える政治を！

主な議案質疑 発言の一部を抜粋した。

（佐々木理美子議員）

新年の 抱 負

上田　茂政

地域の連携と地域の思い

を取りながら、責任と信

頼をもって、明日を耕す。

岩下　和高

10年後、20年後の菊陽
町のあるべき姿を見据え、
直面する町の課題に着実
に取り組む。

渡辺　裕之

町政、議会の刷新と地域
課題解決！
●子どもの貧困対策
●自治活動の高齢化対策
●県道渋滞対策　など

甲斐　榮治

空港アクセス鉄道などを
契機とした町づくりに献
身します。事実と法と良心
に照らした議員活動を進
めます。

坂本　秀則

議員としての見識を深め
町民の利益のため並び町
発展に繋がる政策を提言
してまいります。

福島　知雄

令和２年は、新たな挑戦
の年とし町民ファーストを
モットーに皆様の代弁者
として頑張ってまいります。

佐藤　竜巳

町と生活環境を豊かにす

る活動を積極的に取り組

む。

北山　正樹

冷静で論理的な考察に基

づき、安定した議会の運

営に務めます。

小林久美子

後期高齢者の保険料改
定・窓口負担増等が検討
されているが、高齢者の
施策の充実をもとめてい
きたい。

臨時議会

全員賛成で可決

10月臨時会は、10月28日に開催されました。
町長提出議案の工事請負契約の変更議案でした。　
●第54号西部地区防災広場整備工事について
●第55号西部地区防災広場備蓄棟新築工事について
●第56号菊陽北小学校改造工事について

提出された議案の内容は。
　第54号は、工事中の防災広場の芝生の土壌改
良、生活用水の井戸掘削の変更のため、契約金額を
1,293万5,943円増額する。
　第55号は、防災広場備蓄棟駐車場アスファルト
塗装の変更、備蓄棟の外壁を無塗装に変更するた
め、契約金額を1,039万5,000円増額する。
　第56号は、菊陽北小学校校舎工事を進める中
で、経年劣化等によるひび割れなどの損傷部が多数
確認され補修のため、584万3,749円増額する。
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議案第57号
菊陽町森林環境譲与税基金条例の
制定について

　　全員賛成で可決
議案第58号
災害弔慰金の支給等に関する条例
の一部を改正する条例について

全員賛成で可決
議案第59号
令和元年度菊陽町一般会計補正予
算（第３号）について
質疑　小林久美子議員
問　多面的機能支払い交付返還金 
1.000万円に理由は。
農政課長　農地水事業で使いきれ
なかった補助金を返還するもの。
問　障害児通所支援サービス費と
は何か
福祉課長　事業所数の増加に伴い
増額する。
問　放課後児童（学童クラブ）支
援員処遇改善事業費の理由は。
福祉生活部長　同クラブの時間延
長に従事する、支援員に対して支
給するため増額する。

　全員賛成で可決
議案第60号
令和元年度菊陽町土地取得特別会

計補正予算（第３号）について
　全員賛成で可決

議案第61号
令和元年度菊陽町工業団地造成事業
特別会計補正予算（第２号）について

全員賛成で可決
続きました
議案第62号
令和元年度菊陽町国民健康保険特別
会計補正予算（第２号）について

　全員賛成で可決
議案第63号
令和元年度菊陽町後期高齢者医療特
別会計補正予算（第２号）について

　全員賛成で可決
議案第64号
令和元年度菊陽町介護保険特別会
計補正予算（第３号）について

　全員賛成で可決
議案第65号
令和元年度菊陽町下水道事業会計
補正予算（第２号）について

　全員賛成で可決
議案第66号
熊本県市町村総合事務組合の共同
処理する事務の変更及び規約の一
部変更について

全員賛成で可決

議案第67号
町道路線の認定について

　全員賛成で可決
議案第68号
町道路線の変更について

　全員賛成で可決
同意第５号～６号
菊陽町固定資産評価審査委員会委
員の選任について
　◇吉岡　光憲 氏（再任）　
　◇西塔　正弘 氏（再任）　

　全員賛成で可決
諮問第２号～４号
人権擁護委員候補者の推薦について
　◇鬼塚　成子 氏（再任）　
　◇村本　信幸 氏（新任）　
　◇實取　智子 氏（新任）　

　全員賛成で可決
発議第６号
「あおり運転」に対する厳罰化とさ
らなる対策の強化を求める意見書

全員賛成で可決
議案第69号～79号
財産の取得について
（仮称）第二原水工業団地整備事
業による用地の取得のため

全員賛成で可決

12 月
議  会

　12月議会で上程された案件は、議案23件、同意１件、諮問１件、発議
１件であった。令和元年度補正予算は慎重に審議された。12月議会の会
期は、12月３日から12月12日まで。一般質問者は10名で、町政に対して
幅広い質問が続きました。

発議第６号　西本友春議員
「あおり運転」に対する厳罰化とさらなる対策の強化を求め
る意見書
提案理由
　本年８月、茨城県の常磐自動車道で、男性が執拗なあおり
運転を受けて車を停止させられ、容疑者から顔を殴られると
いう事件が発生した。また平成29年６月には、神奈川県内
の東名高速道路において、あおり運転を受けて停止した車に
トラックが追突し、夫婦が死亡している。警察庁は危険運転
致死傷罪や暴行罪等のあらゆる法令を駆使して、厳正な取り
締まりに取り組んでいるが、いわゆる「あおり運転」に対す
る規定がなく、防止策の決め手とはなっていない。
《質疑》なし　　《討論》なし
《採決》全員賛成で可決

　議会モニター制度及び町民と議会の語る会等
の検討を行うため、８人の委員で構成する
名称
「開かれた議会に関する調査特別委員会」
を設置しました。委員は次のとおりです。

特別委員会の設置発議第６号

委 員 長　福島知雄
副委員長　中岡敏博
委　　員　北山正樹
委　　員　布田　悟
委　　員　佐々木理美子
委　　員　西本友春
委　　員　大久保輝
委　　員　廣瀨英二

（佐々木理美子議員）
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状
況
に
つ
い
て
。

農
政
課
長
　
平
成
30
年
度
は
、

被
害
面
積
25
ア
ー
ル
、
被
害

総
額
は
約
82
万
円
で
被
害
場

所
は
、
白
水
台
地
の
農
地
で

す
。
ま
た
、
平
成
29
年
度
か

ら
電
気
柵
等
の
施
設
設
置
に

対
し
て
10
ア
ー
ル
当
た
り
３

万
円
、
か
つ
１
経
営
体
15
万

円
を
限
度
に
資
機
材
の
２
分

の
１
を
補
助
し
て
い
る
。

佐
藤
　
有
害
駆
除
隊
に
発
行

す
る
証
明
書
に
つ
い
て
。

農
政
課
長
　
証
明
書
は
、
有

害
鳥
獣
駆
除
を
目
的
に
町
が

交
付
す
る
鳥
獣
捕
獲
許
可
証
。

町
の
大
部
分
が
、
銃
器
使
用

禁
止
区
域
の
た
め
、
鳥
類
を

猟
銃
で
駆
除
す
る
証
明
書
は

発
行
し
て
い
な
い
。
今
後
猟

銃
に
よ
る
駆
除
が
必
要
な
の

か
は
、
駆
除
隊
と
協
議
を
し

て
い
き
た
い
。

総
合
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

の
建
設
に
つ
い
て

佐
藤
　
町
民
が
期
待
す
る
施

設
で
あ
り
い
つ
頃
取
り
組
む

の
か
。

子
育
て
支
援
課
長
　
菊
陽
町

保
育
所
運
営
検
討
委
員
会
に

諮
問
し
て
お
り
、（
仮
称
）

総
合
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

の
開
設
時
期
に
つ
い
て
も
、

来
年
３
月
に
町
長
へ
答
申
が

さ
れ
る
予
定
で
あ
り
、
答
申

を
踏
ま
え
て
検
討
し
て
い
く
。

小
林
　
今
年
10
月
か
ら
社
会

保
障
の
た
め
と
消
費
税
が
増

税
さ
れ
た
が
、
国
は
、
現
在

原
則
１
割
の
75
歳
以
上
の
高

齢
者
の
医
療
窓
口
負
担
に

「
２
割
負
担
」
を
導
入
す
る

方
針
で
あ
る
。（
２
０
２
２

年
か
ら
）
こ
れ
で
は
、
高
齢

者
の
負
担
は
ま
す
ま
す
重
く

な
る
。
後
期
高
齢
者
の
保
険

料
も
来
年
見
直
し
の
時
期
で

保
険
料
の
値
上
げ
が
予
想
さ

れ
る
が
、
町
と
し
て
の
考
え

は
ど
う
か
。

来
年
１
月
保
険
料
改
定
案
が

出
さ
れ
る

健
康
・
保
健
課
長
　
今
回
の

改
定
に
お
け
る
現
時
点
で
の

試
算
で
は
、
医
療
費
の
伸
び

か
ら
保
険
料
率
の
引
き
上
げ

は
さ
け
ら
れ
な
い
と
い
う
説

明
が
あ
っ
た
が
、
今
後
さ
ら

に
検
討
し
、
来
年
１
月
中
旬

ご
ろ
ま
で
に
最
終
的
な
保
険

料
改
定
案
が
出
さ
れ
る
予
定

で
あ
る
。

保
険
料
の
値
上
げ
は
暮
ら
し

を
直
撃
す
る

小
林
　
後
期
高
齢
者
の
窓
口

負
担
も
上
が
り
、
保
険
料
も

上
が
る
と
暮
ら
し
が
厳
し
く

な
る
。
私
は
、
こ
れ
以
上
の

負
担
増
は
や
め
る
べ
き
だ
と

考
え
る
。

特
老
の
待
機
者
の
状
況
は

小
林
　
今
、
国
民
年
金
６
〜

７
万
円
で
入
れ
る
施
設
が
な

い
な
ど
高
齢
者
の
不
安
も
大

き
い
。
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
の
待
機
者
と
そ
の
対
策
に

つ
い
て
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。

地
域
密
着
型
老
人
ホ
ー
ム
を

建
設
予
定

介
護
保
険
課
長
　
特
老
の
待

機
者
は
、
現
在
83
名
で
あ
る
。

そ
の
う
ち
在
宅
で
介
護
を
受

け
て
い
る
人
は
、
21
名
で
あ

る
（
要
介
護
３
以
上
）
町
で

は
、
令
和
２
年
度
中
に
地
域

密
着
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
の
整
備
を
進
め
る
計
画
で

あ
り
、
待
機
者
の
解
消
に
努

め
る
。

補
聴
器
購
入
へ
の
補
助
を

小
林
　
加
齢
に
よ
る
難
聴
者

の
補
聴
器
購
入
に
対
す
る
補

助
が
で
き
な
い
か
。

今
後
研
究
し
て
い
く

介
護
保
険
課
長
　
全
国
で
は

一
部
の
自
治
体
で
実
施
さ
れ

て
い
る
が
、
県
内
で
補
助
を

実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
な

い
。
高
齢
者
の
多
く
が
対
象

と
な
る
可
能
性
も
あ
り
、
他

町
村
の
動
向
を
み
な
が
ら
研

究
し
て
い
き
た
い
。
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議案第57号
菊陽町森林環境譲与税基金条例の
制定について

　　全員賛成で可決
議案第58号
災害弔慰金の支給等に関する条例
の一部を改正する条例について

全員賛成で可決
議案第59号
令和元年度菊陽町一般会計補正予
算（第３号）について
質疑　小林久美子議員
問　多面的機能支払い交付返還金 
1.000万円に理由は。
農政課長　農地水事業で使いきれ
なかった補助金を返還するもの。
問　障害児通所支援サービス費と
は何か
福祉課長　事業所数の増加に伴い
増額する。
問　放課後児童（学童クラブ）支
援員処遇改善事業費の理由は。
福祉生活部長　同クラブの時間延
長に従事する、支援員に対して支
給するため増額する。

　全員賛成で可決
議案第60号
令和元年度菊陽町土地取得特別会

計補正予算（第３号）について
　全員賛成で可決

議案第61号
令和元年度菊陽町工業団地造成事業
特別会計補正予算（第２号）について

全員賛成で可決
続きました
議案第62号
令和元年度菊陽町国民健康保険特別
会計補正予算（第２号）について

　全員賛成で可決
議案第63号
令和元年度菊陽町後期高齢者医療特
別会計補正予算（第２号）について

　全員賛成で可決
議案第64号
令和元年度菊陽町介護保険特別会
計補正予算（第３号）について

　全員賛成で可決
議案第65号
令和元年度菊陽町下水道事業会計
補正予算（第２号）について

　全員賛成で可決
議案第66号
熊本県市町村総合事務組合の共同
処理する事務の変更及び規約の一
部変更について

全員賛成で可決

議案第67号
町道路線の認定について

　全員賛成で可決
議案第68号
町道路線の変更について

　全員賛成で可決
同意第５号～６号
菊陽町固定資産評価審査委員会委
員の選任について
　◇吉岡　光憲 氏（再任）　
　◇西塔　正弘 氏（再任）　

　全員賛成で可決
諮問第２号～４号
人権擁護委員候補者の推薦について
　◇鬼塚　成子 氏（再任）　
　◇村本　信幸 氏（新任）　
　◇實取　智子 氏（新任）　

　全員賛成で可決
発議第６号
「あおり運転」に対する厳罰化とさ
らなる対策の強化を求める意見書

全員賛成で可決
議案第69号～79号
財産の取得について
（仮称）第二原水工業団地整備事
業による用地の取得のため

全員賛成で可決

12 月
議  会

　12月議会で上程された案件は、議案23件、同意１件、諮問１件、発議
１件であった。令和元年度補正予算は慎重に審議された。12月議会の会
期は、12月３日から12月12日まで。一般質問者は10名で、町政に対して
幅広い質問が続きました。

発議第６号　西本友春議員
「あおり運転」に対する厳罰化とさらなる対策の強化を求め
る意見書
提案理由
　本年８月、茨城県の常磐自動車道で、男性が執拗なあおり
運転を受けて車を停止させられ、容疑者から顔を殴られると
いう事件が発生した。また平成29年６月には、神奈川県内
の東名高速道路において、あおり運転を受けて停止した車に
トラックが追突し、夫婦が死亡している。警察庁は危険運転
致死傷罪や暴行罪等のあらゆる法令を駆使して、厳正な取り
締まりに取り組んでいるが、いわゆる「あおり運転」に対す
る規定がなく、防止策の決め手とはなっていない。
《質疑》なし　　《討論》なし
《採決》全員賛成で可決

　議会モニター制度及び町民と議会の語る会等
の検討を行うため、８人の委員で構成する
名称
「開かれた議会に関する調査特別委員会」
を設置しました。委員は次のとおりです。

特別委員会の設置発議第６号

委 員 長　福島知雄
副委員長　中岡敏博
委　　員　北山正樹
委　　員　布田　悟
委　　員　佐々木理美子
委　　員　西本友春
委　　員　大久保輝
委　　員　廣瀨英二

（佐々木理美子議員）

ス
ポ
ー
ツ
施
設
整
備
計
画
に
よ
る

　
　
　
　
財
政
の
圧
迫
は
な
い
の
か

町
の
基
金
、国
の
大
型
補
正
等
を
活
用
し
て

負
担
軽
減
を
図
る

答

後
期
高
齢
者
の
保
険
料
は

　
　
　
　
　
　
今
後
ど
う
な
る
の
か

小林 久美子 議員

医
療
費
の
伸
び
か
ら
保
険
料
の
引
き
上
げ
は

さ
け
ら
れ
な
い
と
説
明
を
受
け
る

答

佐藤 竜巳 議員

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
に
つ

い
て

佐
藤
　
現
在
の
進
捗
状
況
と

完
成
後
の
管
理
運
営
の
あ
り

方
に
つ
い
て
。

施
設
整
備
課
長
　
現
在
用
地

買
収
契
約
、
交
付
金
要
望
業

務
等
の
作
業
を
進
め
て
い
る
。

ま
た
地
質
調
査
を
委
託
し
て

い
る
。
体
育
館
の
規
模
は
、

約
8
2
0
0
平
方
メ
ー
ト
ル
、

概
算
額
42
億
円
。
管
理
運
営

に
つ
い
て
は
、
ま
ず
用
地
買

収
な
ど
建
設
に
係
る
業
務
に

傾
注
し
た
次
の
段
階
の
作
業

に
な
る
。

佐
藤
　
ス
ポ
ー
ツ
施
設
整
備

計
画
に
よ
る
財
政
の
圧
迫
は

な
い
の
か
。

町
長
　
総
合
体
育
館
の
建
設

は
、
財
政
へ
の
負
担
は
大
き

い
が
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
長

年
の
要
望
で
あ
り
、
町
の
基

金
の
ほ
か
、
国
の
大
型
補
正

予
算
等
を
活
用
し
て
負
担
軽

減
を
図
る
。

佐
藤
　
杉
並
木
公
園
ス
ポ
ー

ツ
広
場
は
、
土
日
祝
日
は
、

サ
ッ
カ
ー
の
練
習
や
大
会
で

に
ぎ
わ
っ
て
い
る
が
、
人
工

芝
に
す
る
考
え
は
な
い
か
。

生
涯
学
習
課
長
　
芝
生
は
３

か
月
程
養
生
期
間
は
使
用
不

可
だ
が
、
人
工
芝
だ
と
年
中

使
用
可
能
で
あ
る
。
だ
が
３

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
人
工
芝
化
は

事
業
費
が
多
額
に
な
る
の
で
、

財
政
状
況
を
見
て
進
め
る
。

　
環
境
問
題
に
つ
い
て

佐
藤
　
猪
、
鹿
な
ど
に
よ
る

農
業
被
害
の
状
況
に
つ
い
て
。

農
政
課
長
　
平
成
30
年
度
は
、

被
害
面
積
25
ア
ー
ル
、
被
害

総
額
は
約
82
万
円
で
被
害
場

所
は
、
白
水
台
地
の
農
地
で

す
。
ま
た
、
平
成
29
年
度
か

ら
電
気
柵
等
の
施
設
設
置
に

対
し
て
10
ア
ー
ル
当
た
り
３

万
円
、
か
つ
１
経
営
体
15
万

円
を
限
度
に
資
機
材
の
２
分

の
１
を
補
助
し
て
い
る
。

佐
藤
　
有
害
駆
除
隊
に
発
行

す
る
証
明
書
に
つ
い
て
。

農
政
課
長
　
証
明
書
は
、
有

害
鳥
獣
駆
除
を
目
的
に
町
が

交
付
す
る
鳥
獣
捕
獲
許
可
証
。

町
の
大
部
分
が
、
銃
器
使
用

禁
止
区
域
の
た
め
、
鳥
類
を

猟
銃
で
駆
除
す
る
証
明
書
は

発
行
し
て
い
な
い
。
今
後
猟

銃
に
よ
る
駆
除
が
必
要
な
の

か
は
、
駆
除
隊
と
協
議
を
し

て
い
き
た
い
。

総
合
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

の
建
設
に
つ
い
て

佐
藤
　
町
民
が
期
待
す
る
施

設
で
あ
り
い
つ
頃
取
り
組
む

の
か
。

子
育
て
支
援
課
長
　
菊
陽
町

保
育
所
運
営
検
討
委
員
会
に

諮
問
し
て
お
り
、（
仮
称
）

総
合
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

の
開
設
時
期
に
つ
い
て
も
、

来
年
３
月
に
町
長
へ
答
申
が

さ
れ
る
予
定
で
あ
り
、
答
申

を
踏
ま
え
て
検
討
し
て
い
く
。

小
林
　
今
年
10
月
か
ら
社
会

保
障
の
た
め
と
消
費
税
が
増

税
さ
れ
た
が
、
国
は
、
現
在

原
則
１
割
の
75
歳
以
上
の
高

齢
者
の
医
療
窓
口
負
担
に

「
２
割
負
担
」
を
導
入
す
る

方
針
で
あ
る
。（
２
０
２
２

年
か
ら
）
こ
れ
で
は
、
高
齢

者
の
負
担
は
ま
す
ま
す
重
く

な
る
。
後
期
高
齢
者
の
保
険

料
も
来
年
見
直
し
の
時
期
で

保
険
料
の
値
上
げ
が
予
想
さ

れ
る
が
、
町
と
し
て
の
考
え

は
ど
う
か
。

来
年
１
月
保
険
料
改
定
案
が

出
さ
れ
る

健
康
・
保
健
課
長
　
今
回
の

改
定
に
お
け
る
現
時
点
で
の

試
算
で
は
、
医
療
費
の
伸
び

か
ら
保
険
料
率
の
引
き
上
げ

は
さ
け
ら
れ
な
い
と
い
う
説

明
が
あ
っ
た
が
、
今
後
さ
ら

に
検
討
し
、
来
年
１
月
中
旬

ご
ろ
ま
で
に
最
終
的
な
保
険

料
改
定
案
が
出
さ
れ
る
予
定

で
あ
る
。

保
険
料
の
値
上
げ
は
暮
ら
し

を
直
撃
す
る

小
林
　
後
期
高
齢
者
の
窓
口

負
担
も
上
が
り
、
保
険
料
も

上
が
る
と
暮
ら
し
が
厳
し
く

な
る
。
私
は
、
こ
れ
以
上
の

負
担
増
は
や
め
る
べ
き
だ
と

考
え
る
。

特
老
の
待
機
者
の
状
況
は

小
林
　
今
、
国
民
年
金
６
〜

７
万
円
で
入
れ
る
施
設
が
な

い
な
ど
高
齢
者
の
不
安
も
大

き
い
。
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
の
待
機
者
と
そ
の
対
策
に

つ
い
て
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。

地
域
密
着
型
老
人
ホ
ー
ム
を

建
設
予
定

介
護
保
険
課
長
　
特
老
の
待

機
者
は
、
現
在
83
名
で
あ
る
。

そ
の
う
ち
在
宅
で
介
護
を
受

け
て
い
る
人
は
、
21
名
で
あ

る
（
要
介
護
３
以
上
）
町
で

は
、
令
和
２
年
度
中
に
地
域

密
着
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
の
整
備
を
進
め
る
計
画
で

あ
り
、
待
機
者
の
解
消
に
努

め
る
。

補
聴
器
購
入
へ
の
補
助
を

小
林
　
加
齢
に
よ
る
難
聴
者

の
補
聴
器
購
入
に
対
す
る
補

助
が
で
き
な
い
か
。

今
後
研
究
し
て
い
く

介
護
保
険
課
長
　
全
国
で
は

一
部
の
自
治
体
で
実
施
さ
れ

て
い
る
が
、
県
内
で
補
助
を

実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
な

い
。
高
齢
者
の
多
く
が
対
象

と
な
る
可
能
性
も
あ
り
、
他

町
村
の
動
向
を
み
な
が
ら
研

究
し
て
い
き
た
い
。
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巡回バス「キャロッピー号」　　　　を再編し、

一部の地域に　　　　　  乗合タクシーを導入します

平成27年 241件
平成28年 273件
平成30年 145件
令和元年 142件

乳
児
用
液
体
ミ
ル
ク
の
備
蓄
計
画
は

町
の
備
蓄
計
画
に
加
え
る
方
向
で
進
め
る

答

武
蔵
ヶ
丘
中
学
校
の
自
転
車
通
学

規
制
の
見
直
し
を
す
べ
き
で
あ
る

福島 知雄 議員

来
年
度
か
ら
2.3
キ
ロ
以
上
を

　
　
　
　
　
　
　
　
２
キ
ロ
以
上
に
緩
和
す
る

答

西本 友春 議員

防
災
に
つ
い
て

西
本
　
乳
児
用
液
体
ミ
ル
ク

の
備
蓄
を
提
案
す
る
が
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

総
務
課
長
　
町
の
備
蓄
計
画

に
加
え
る
方
向
で
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
民

間
業
者
に
非
常
時
に
液
体
ミ

ル
ク
を
供
給
し
て
も
ら
え
る

よ
う
、
協
定
の
締
結
も
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

西
本
　
避
難
所

と
し
て
位
置
づ

け
ら
れ
て
る
小

中
学
校
へ
の
マ

ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
設
置
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

総
務
課
長
　
小
中
学
校
を
含

め
下
水
道
総
合
地
震
対
策
事

業
計
画
に
基
づ
い
て
補
助
を

受
け
て
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

西
本
　
避
難
所
及
び
公
共
施

設
内
に
お
け
る
フ
リ
ー

W
i-Fi

環
境
を
整
備
す
べ
き

と
提
案
す
る
が
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

総
務
課
長
　
防
災
セ
ン
タ
ー

の
建
設
に
合
わ
せ
て
役
場
庁

舎
内
へ
の
整
備
も
予
定
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ど
の
場

所
に
優
先
し
て
整
備
す
る
の

か
検
討
し
、
順
次
整
備
し
て

ま
い
り
ま
す
。

公
共
交
通
体
系
見
直
し

西
本
　
３
百
ｍ
歩
く
こ
と
が

困
難
な
交
通
弱
者
は
ど
の
よ

う
に
救
済
す
る
の
か
。

総
合
政
策
課
長
　
外

出
支
援
サ
ー
ビ
ス
・

移
動
支
援
事
業
な
ど

福
祉
分
野
か
ら
の
取

り
組
み
を
推
進
し
、

町
民
を
支
え
て
ま
い

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

西
本
　
乗
り
合
い
タ

ク
シ
ー
の
平
均
乗
車

人
数
の
成
果
指
標
の

２
人
を
ど
の
よ
う
に

確
保
す
る
の
か
。

総
合
政
策
課
長
　
乗
合
タ
ク

シ
ー
の
無
料
ガ
イ
ド
を
全
世

帯
に
配
布
予
定
、
さ
ら
に
地

区
か
ら
の
要
望
に
よ
る
乗
り

方
説
明
会
で
、
制
度
の
浸
透

と
利
用
者
の
増
加
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

西
本
　
新
生
児
聴
覚
検
査
へ

の
助
成
を
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

健
康
・
保
険
課
長
　
監
査
を

受
け
て
い
な
い
乳
幼
児
が
い

な
い
こ
と
や
、
検
査
費
用
が

比
較
的
安
価
で
あ
る
こ
と
を

踏
ま
え
、
県
や
近
隣
市
町
の

動
向
を
注
視
し
な
が
ら
調
査

研
究
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

西
本
　
高
校
生
ま
で
の
医
療

費
助
成
を
、
次
年
度
に
確
実

に
す
べ
き
と
提
案
す
る
が
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

町
長
　
令
和
２
年
度
の
予
算

編
成
の
中
で
実
施
時
期
に
つ

い
て
は
判
断
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

中
学
校
の
通
学
手
段
を
問
う

福
島
　
武
蔵
ヶ
丘
中
学
校
の

自
転
車
通
学
許
可
を
、
2.3
キ

ロ
以
上
と
し
た
根
拠
を
示
せ
。

教
育
部
長
　
校
区
の
状
況
や

通
学
路
、
安
全
を
最
優
先
し

た
上
で
生
徒
の
身
体
的
問
題

な
ど
、
教
育
的
な
配
慮
や
駐

輪
場
の
整
備
台
数
を
基
に
判

断
し
て
い
る
。

福
島
　
駐
輪
場
が
不
足
し
て

い
る
の
で
規
制
し
て
い
る
の

で
は
な
い
か
。

施
設
整
備
課
長
　
現
在
の
収

容
可
能
台
数
は
2
9
4
台
で

あ
る
。
利
用
台
数
は
2
6
2

台
で
若
干
の
余
裕
は
あ
る
。

学
校
と
の
協
議
で
来
年
度
か

ら
自
転
車
通
学
許
可
距
離
を
、

2.3
キ
ロ
以
上
か
ら
２
キ
ロ
以

上
へ
緩
和
す
る
。
駐
輪
場
不

足
で
増
設
要
望
が
学
校
か
ら

出
て
い
る
。
増
設
の
方
向
で

検
討
し
て
行
く
。

多
国
語
翻
訳
ツ
ー
ル
導
入
に

つ
い
て

福
島
　
本
町
在
住
の
外
国
人

は
何
カ
国
で
何
人
か
。

町
民
課
長
　
令
和
元
年
10
月

末
現
在
で
25
ケ
国
、
4
5
3

人
で
あ
る
。

福
島
　
職
員
の
ス
ム
ー
ズ
な

業
務
遂
行
の
た
め
に
も
多
国

語
翻
訳
ツ
ー
ル
の
導
入
を
提

案
す
る
。
職
員
の
職
場
環
境

改
善
に
も
な
る
。

福
祉
生
活
部
長
　
こ
の
一
年

間
で
外
国
人
住
民
が
94
人
増

え
て
い
る
。
今
後
は
外
国
人

労
働
者
の
受
け
入
れ
が
拡
大

し
、
役
場
窓
口
業
務
の
対
応

が
増
す
と
予
想
さ
れ
る
。
次

年
度
か
ら
の
導
入
に
向
け
て

準
備
す
る
必
要
が
あ
る
。

空
き
家
対
策
に
つ
い
て

福
島
　
本
町
の
空
き
家
件
数

を
問
う
。

福
島
　
少
子
高
齢
化
、
核
家

族
傾
向
で
、
今
後
空
き
家
が

増
え
て
く
る
と
予
想
さ
れ
る
。

空
き
家
相
談
窓
口
1
1
0
番

等
設
置
出
来
な
い
か
。

総
務
部
長
　
空
き
家
バ
ン
ク

等
の
設
置
を
進
め
て
い
く
。

平成 30 年は熊本地震で解体

多国語翻訳機

空き家件数

鼻ぐり井手

現 JR 三里木駅

町
づ
く
り
の
好
機
、

前
に
踏
み
出
す
べ
き
で
は
な
い
か

県
に
よ
る
詳
細
調
査
の
公
表
を
待
つ

答

菊
陽
町
の
顔
を
特
産
品
と

　
　
　
　
　観
光
地
の
ア
ピ
ー
ル
で

矢野 厚子 議員

親
し
み
と
誇
り
を
感
じ
る
町
作
り
に
努
め
る

答

甲斐 榮治 議員

 

空
港
ア
ク
セ
ス
鉄
道
は

甲
斐
　
空
港
ア
ク
セ
ス
鉄
道

（
以
下
「
鉄
道
」
と
省
略
）

建
設
の
事
業
効
果
に
つ
い
て

９
月
定
例
県
議
会
で
の
知
事

答
弁
を
町
は
ど
う
捉
え
て
い

る
か
。

総
合
政
策
課
長
　
定
時
性
・

速
達
性
な
ど
空
港
利
用
者
へ

の
直
接
的
効
果
と
県
全
体
へ

の
経
済
波
及
効
果
が
大
で
、

県
運
動
公
園
へ
の
ア
ク
セ
ス

が
改
善
さ
れ
、
ス
ポ
ー
ツ
大

会
や
イ
ベ
ン
ト
の
誘
致
が
期

待
で
き
る
。
知
事
と
同
じ
考

え
で
あ
る
。

甲
斐
　
三
里
木
駅
周
辺
及
び

運
動
公
園
付
近
の
新
設
駅
設

置
に
関
連
し
て
何
か
施
策
を

考
え
て
い
る
か
。

総
合
政
策
課
長
　
両
駅
共
に

多
く
の
利
用
者
が
見
込
ま
れ

る
。
そ
れ
に
呼
応
し
た
駅
の

機
能
が
必
要
だ
し
、
周
辺
の

活
性
化
策
も
考
え
ね
ば
な
ら

な
い
が
、
県
や
Ｊ
Ｒ
九
州
と

情
報
共
有
し
て
行
き
た
い
。

甲
斐
　
三
里
木
駅
を
菊
陽
町

の
玄
関
口
に
し
、
駅
舎
も
ビ

ル
化
し
て
は
と
い
う
意
見
も

あ
る
が
。

総
務
部
長
　
光
の
森
駅
は
町

の
顔
、
原
水
駅
は
企
業
の
顔

と
な
り
、
三
里
木
駅
も
町
の

顔
と
な
る
。
顔
は
い
く
つ

あ
っ
て
も
よ
い
。
駅
舎
に
つ

い
て
は
何
か
を
言
え
る
段
階

で
は
な
い
。

 

県
の
調
査
公
表
を
待
つ

甲
斐
　
三
里
木
駅
周
辺
の
イ

ン
フ
ラ
整
備
・
新
駅
周
辺
の

土
地
利
用
に
つ
い
て
も
検
討

し
、
商
工
会
等
と
も
意
見
交

換
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

町
長
　
県
は
詳
細
調
査
に

入
っ
て
い
る
段
階
で
、
そ
の

公
表
が
あ
っ
て
か
ら
対
応
を

考
え
る
。
新
駅
の
周
辺
は
市

街
化
調
整
区
域
で
あ
る
が
、

知
事
も
柔
軟
な
緩
和
策
を
と

る
考
え
が
あ
る
よ
う
だ
。
10

年
は
か
か
る
事
業
な
の
で
、

段
階
に
応
じ
て
対
策
を
打
つ
。

調
査
結
果
が
出
な
い
と
、
商

工
会
等
と
の
意
見
交
換
も
や

り
辛
い
。

 

菊
陽
空
港
線
延
伸
は

甲
斐
　
進
捗
状
況
は
。

建
設
課
長
　
県
の
事
業
の
跨

線
橋
部
分
は
予
備
設
計
を
発

注
済
み
。
跨
線
橋
の
北
の
町

道
部
分
は
長
塚
団
地
を
暗
渠

形
式
で
通
過
す
る
方
向
で
合

意
が
で
き
た
。
延
伸
部
分
は

２
車
線
。
接
続
予
定
の
合
志

市
の
市
道
も
２
車
線
で
あ
り
、

令
和
２
年
３
月
末
に
は
完
成

予
定
と
聞
い
て
い
る
。

緑
化
推
進
の
政
策
は

矢
野
　
菊
陽
町
の
シ
ン
ボ
ル

の
杉
並
木
や
は
ぜ
の
管
理
は

建
設
課
長
　
菊
陽
町
道
の
木

に
関
し
て
は
建
設
課
が
把
握

し
て
い
る
。

矢
野
　
伐
採
の
相
談
は
ど
こ

の
課
が
窓
口
か
。

総
務
部
長
　
大
津
街
道
杉
並

木
連
絡
協
議
会
に
相
談
し
て

了
承
し
て
い
た
だ
い
た
。
今

後
は
保
存
会
の
志
を
大
事
に

し
な
が
ら
、
管
理
者
が
行
う
。

矢
野
　
町
長
、
加
藤
清
正
が

杉
並
木
を
植
え
た
訳
は
。

町
長
　
熊
本
城
築
城
に
屋
久

杉
を
利
用
し
た
説
が
あ
る
。

矢
野
　
今
回
の
地
震
で
壊
れ

た
熊
本
城
の
柱
一
本
に
で
も

使
わ
れ
れ
ば
、
菊
陽
町
民
の

誇
り
に
な
っ
た
の
で
は
。
間

に
合
う
な
ら
提
言
を
。

菊
陽
の
観
光
と
特
産
品

矢
野
　
菊
陽
町
の
観
光
ア

ピ
ー
ル
は
ど
う
す
る
の
か
。

商
工
振
興
課
長
　
鼻
ぐ
り
井

手
を
観
光
拠
点
と
し
杉
並
フ
ェ

ス
タ
や
夏
祭
り
を
通
し
て
町
の

魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
。

矢
野
　
人
参
の
特
産
品
開
発

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

農
政
課
長
　
菊
陽
町
地
産
地

消
協
議
会
と
共
に
開
発
中
で

広
報
菊
陽
で
皆
様
か
ら
の
ア

イ
デ
ア
を
募
集
し
て
特
産
品

開
発
を
す
る
。

矢
野
　
地
域
に
興
味
と
愛
着

を
持
つ
た
め
に
地
域
カ
ル
タ

を
作
成
し
て
は
。

商
工
振
興
課
長

　菊
陽
町

ル
ー
ト
マ
ッ
プ
や
菊
陽
ま
ち

あ
そ
び
で
町
内
外
に
ア
ピ
ー

ル
し
親
し
み
と
誇
り
を
感
じ

る
町
作
り
に
努
め
る
。

紙
お
む
つ
の
分
別
に
つ
い
て

矢
野
　
大
人
用
の
紙
お
む
つ

が
増
え
て
焼
却
に
悪
影
響
が

あ
る
が
、
分
別
に
つ
い
て
検

討
が
必
要
で
は
な
い
か
。

環
境
生
活
課
長
　
事
業
所
か

ら
の
紙
お
む
つ
は
搬
入
を
制
限

し
菊
池
環
境
保
全
組
合
で
検
討

協
議
を
す
る
こ
と
に
な
る
。

矢
野
　
子
供
た
ち
へ
の
ゴ
ミ

分
別
学
習
は
ど
う
考
え
て
る
か
。

環
境
生
活
課
長
　
学
校
で
は

生
活
と
関
連
付
け
て
計
画
的

に
学
習
を
進
め
て
い
る
。

き
く
よ
う
健
康
ク
ラ
ブ
に
つ

い
て

矢
野
　
来
年
度
か
ら
入
会
金

と
更
新
料
は
ど
う
な
る
か
。

健
康
保
険
課
長
　
会
員
数
が

目
標
に
達
し
て
な
い
の
で
、

無
料
期
間
延
長
を
検
討
中

矢
野
　
ポ
イ
ン
ト
で
電
池
交

換
で
き
な
い
か
。

健
康
保
険
課
長
　
可
能
か
ど

う
か
検
討
し
ま
す
。

矢
野
　
ポ
イ
ン
ト
を
年
齢
・

性
別
で
変
え
れ
な
い
か
。

健
康
保
険
課
長
　
タ
ニ
タ
の

シ
ス
テ
ム
上
困
難
で
す
。
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乳
児
用
液
体
ミ
ル
ク
の
備
蓄
計
画
は

町
の
備
蓄
計
画
に
加
え
る
方
向
で
進
め
る

答

武
蔵
ヶ
丘
中
学
校
の
自
転
車
通
学

規
制
の
見
直
し
を
す
べ
き
で
あ
る

福島 知雄 議員

来
年
度
か
ら
2.3
キ
ロ
以
上
を

　
　
　
　
　
　
　
　
２
キ
ロ
以
上
に
緩
和
す
る

答

西本 友春 議員

防
災
に
つ
い
て

西
本
　
乳
児
用
液
体
ミ
ル
ク

の
備
蓄
を
提
案
す
る
が
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

総
務
課
長
　
町
の
備
蓄
計
画

に
加
え
る
方
向
で
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
民

間
業
者
に
非
常
時
に
液
体
ミ

ル
ク
を
供
給
し
て
も
ら
え
る

よ
う
、
協
定
の
締
結
も
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

西
本
　
避
難
所

と
し
て
位
置
づ

け
ら
れ
て
る
小

中
学
校
へ
の
マ

ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
設
置
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

総
務
課
長
　
小
中
学
校
を
含

め
下
水
道
総
合
地
震
対
策
事

業
計
画
に
基
づ
い
て
補
助
を

受
け
て
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

西
本
　
避
難
所
及
び
公
共
施

設
内
に
お
け
る
フ
リ
ー

W
i-Fi

環
境
を
整
備
す
べ
き

と
提
案
す
る
が
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

総
務
課
長
　
防
災
セ
ン
タ
ー

の
建
設
に
合
わ
せ
て
役
場
庁

舎
内
へ
の
整
備
も
予
定
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ど
の
場

所
に
優
先
し
て
整
備
す
る
の

か
検
討
し
、
順
次
整
備
し
て

ま
い
り
ま
す
。

公
共
交
通
体
系
見
直
し

西
本
　
３
百
ｍ
歩
く
こ
と
が

困
難
な
交
通
弱
者
は
ど
の
よ

う
に
救
済
す
る
の
か
。

総
合
政
策
課
長
　
外

出
支
援
サ
ー
ビ
ス
・

移
動
支
援
事
業
な
ど

福
祉
分
野
か
ら
の
取

り
組
み
を
推
進
し
、

町
民
を
支
え
て
ま
い

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

西
本
　
乗
り
合
い
タ

ク
シ
ー
の
平
均
乗
車

人
数
の
成
果
指
標
の

２
人
を
ど
の
よ
う
に

確
保
す
る
の
か
。

総
合
政
策
課
長
　
乗
合
タ
ク

シ
ー
の
無
料
ガ
イ
ド
を
全
世

帯
に
配
布
予
定
、
さ
ら
に
地

区
か
ら
の
要
望
に
よ
る
乗
り

方
説
明
会
で
、
制
度
の
浸
透

と
利
用
者
の
増
加
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

西
本
　
新
生
児
聴
覚
検
査
へ

の
助
成
を
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

健
康
・
保
険
課
長
　
監
査
を

受
け
て
い
な
い
乳
幼
児
が
い

な
い
こ
と
や
、
検
査
費
用
が

比
較
的
安
価
で
あ
る
こ
と
を

踏
ま
え
、
県
や
近
隣
市
町
の

動
向
を
注
視
し
な
が
ら
調
査

研
究
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

西
本
　
高
校
生
ま
で
の
医
療

費
助
成
を
、
次
年
度
に
確
実

に
す
べ
き
と
提
案
す
る
が
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

町
長
　
令
和
２
年
度
の
予
算

編
成
の
中
で
実
施
時
期
に
つ

い
て
は
判
断
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

中
学
校
の
通
学
手
段
を
問
う

福
島
　
武
蔵
ヶ
丘
中
学
校
の

自
転
車
通
学
許
可
を
、
2.3
キ

ロ
以
上
と
し
た
根
拠
を
示
せ
。

教
育
部
長
　
校
区
の
状
況
や

通
学
路
、
安
全
を
最
優
先
し

た
上
で
生
徒
の
身
体
的
問
題

な
ど
、
教
育
的
な
配
慮
や
駐

輪
場
の
整
備
台
数
を
基
に
判

断
し
て
い
る
。

福
島
　
駐
輪
場
が
不
足
し
て

い
る
の
で
規
制
し
て
い
る
の

で
は
な
い
か
。

施
設
整
備
課
長
　
現
在
の
収

容
可
能
台
数
は
2
9
4
台
で

あ
る
。
利
用
台
数
は
2
6
2

台
で
若
干
の
余
裕
は
あ
る
。

学
校
と
の
協
議
で
来
年
度
か

ら
自
転
車
通
学
許
可
距
離
を
、

2.3
キ
ロ
以
上
か
ら
２
キ
ロ
以

上
へ
緩
和
す
る
。
駐
輪
場
不

足
で
増
設
要
望
が
学
校
か
ら

出
て
い
る
。
増
設
の
方
向
で

検
討
し
て
行
く
。

多
国
語
翻
訳
ツ
ー
ル
導
入
に

つ
い
て

福
島
　
本
町
在
住
の
外
国
人

は
何
カ
国
で
何
人
か
。

町
民
課
長
　
令
和
元
年
10
月

末
現
在
で
25
ケ
国
、
4
5
3

人
で
あ
る
。

福
島
　
職
員
の
ス
ム
ー
ズ
な

業
務
遂
行
の
た
め
に
も
多
国

語
翻
訳
ツ
ー
ル
の
導
入
を
提

案
す
る
。
職
員
の
職
場
環
境

改
善
に
も
な
る
。

福
祉
生
活
部
長
　
こ
の
一
年

間
で
外
国
人
住
民
が
94
人
増

え
て
い
る
。
今
後
は
外
国
人

労
働
者
の
受
け
入
れ
が
拡
大

し
、
役
場
窓
口
業
務
の
対
応

が
増
す
と
予
想
さ
れ
る
。
次

年
度
か
ら
の
導
入
に
向
け
て

準
備
す
る
必
要
が
あ
る
。

空
き
家
対
策
に
つ
い
て

福
島
　
本
町
の
空
き
家
件
数

を
問
う
。

福
島
　
少
子
高
齢
化
、
核
家

族
傾
向
で
、
今
後
空
き
家
が

増
え
て
く
る
と
予
想
さ
れ
る
。

空
き
家
相
談
窓
口
1
1
0
番

等
設
置
出
来
な
い
か
。

総
務
部
長
　
空
き
家
バ
ン
ク

等
の
設
置
を
進
め
て
い
く
。

平成 30 年は熊本地震で解体

多国語翻訳機

空き家件数

鼻ぐり井手

現 JR 三里木駅

町
づ
く
り
の
好
機
、

前
に
踏
み
出
す
べ
き
で
は
な
い
か

県
に
よ
る
詳
細
調
査
の
公
表
を
待
つ

答

菊
陽
町
の
顔
を
特
産
品
と

　
　
　
　
　観
光
地
の
ア
ピ
ー
ル
で

矢野 厚子 議員

親
し
み
と
誇
り
を
感
じ
る
町
作
り
に
努
め
る

答

甲斐 榮治 議員
 

空
港
ア
ク
セ
ス
鉄
道
は

甲
斐
　
空
港
ア
ク
セ
ス
鉄
道

（
以
下
「
鉄
道
」
と
省
略
）

建
設
の
事
業
効
果
に
つ
い
て

９
月
定
例
県
議
会
で
の
知
事

答
弁
を
町
は
ど
う
捉
え
て
い

る
か
。

総
合
政
策
課
長
　
定
時
性
・

速
達
性
な
ど
空
港
利
用
者
へ

の
直
接
的
効
果
と
県
全
体
へ

の
経
済
波
及
効
果
が
大
で
、

県
運
動
公
園
へ
の
ア
ク
セ
ス

が
改
善
さ
れ
、
ス
ポ
ー
ツ
大

会
や
イ
ベ
ン
ト
の
誘
致
が
期

待
で
き
る
。
知
事
と
同
じ
考

え
で
あ
る
。

甲
斐
　
三
里
木
駅
周
辺
及
び

運
動
公
園
付
近
の
新
設
駅
設

置
に
関
連
し
て
何
か
施
策
を

考
え
て
い
る
か
。

総
合
政
策
課
長
　
両
駅
共
に

多
く
の
利
用
者
が
見
込
ま
れ

る
。
そ
れ
に
呼
応
し
た
駅
の

機
能
が
必
要
だ
し
、
周
辺
の

活
性
化
策
も
考
え
ね
ば
な
ら

な
い
が
、
県
や
Ｊ
Ｒ
九
州
と

情
報
共
有
し
て
行
き
た
い
。

甲
斐
　
三
里
木
駅
を
菊
陽
町

の
玄
関
口
に
し
、
駅
舎
も
ビ

ル
化
し
て
は
と
い
う
意
見
も

あ
る
が
。

総
務
部
長
　
光
の
森
駅
は
町

の
顔
、
原
水
駅
は
企
業
の
顔

と
な
り
、
三
里
木
駅
も
町
の

顔
と
な
る
。
顔
は
い
く
つ

あ
っ
て
も
よ
い
。
駅
舎
に
つ

い
て
は
何
か
を
言
え
る
段
階

で
は
な
い
。

 

県
の
調
査
公
表
を
待
つ

甲
斐
　
三
里
木
駅
周
辺
の
イ

ン
フ
ラ
整
備
・
新
駅
周
辺
の

土
地
利
用
に
つ
い
て
も
検
討

し
、
商
工
会
等
と
も
意
見
交

換
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

町
長
　
県
は
詳
細
調
査
に

入
っ
て
い
る
段
階
で
、
そ
の

公
表
が
あ
っ
て
か
ら
対
応
を

考
え
る
。
新
駅
の
周
辺
は
市

街
化
調
整
区
域
で
あ
る
が
、

知
事
も
柔
軟
な
緩
和
策
を
と

る
考
え
が
あ
る
よ
う
だ
。
10

年
は
か
か
る
事
業
な
の
で
、

段
階
に
応
じ
て
対
策
を
打
つ
。

調
査
結
果
が
出
な
い
と
、
商

工
会
等
と
の
意
見
交
換
も
や

り
辛
い
。

 

菊
陽
空
港
線
延
伸
は

甲
斐
　
進
捗
状
況
は
。

建
設
課
長
　
県
の
事
業
の
跨

線
橋
部
分
は
予
備
設
計
を
発

注
済
み
。
跨
線
橋
の
北
の
町

道
部
分
は
長
塚
団
地
を
暗
渠

形
式
で
通
過
す
る
方
向
で
合

意
が
で
き
た
。
延
伸
部
分
は

２
車
線
。
接
続
予
定
の
合
志

市
の
市
道
も
２
車
線
で
あ
り
、

令
和
２
年
３
月
末
に
は
完
成

予
定
と
聞
い
て
い
る
。

緑
化
推
進
の
政
策
は

矢
野
　
菊
陽
町
の
シ
ン
ボ
ル

の
杉
並
木
や
は
ぜ
の
管
理
は

建
設
課
長
　
菊
陽
町
道
の
木

に
関
し
て
は
建
設
課
が
把
握

し
て
い
る
。

矢
野
　
伐
採
の
相
談
は
ど
こ

の
課
が
窓
口
か
。

総
務
部
長
　
大
津
街
道
杉
並

木
連
絡
協
議
会
に
相
談
し
て

了
承
し
て
い
た
だ
い
た
。
今

後
は
保
存
会
の
志
を
大
事
に

し
な
が
ら
、
管
理
者
が
行
う
。

矢
野
　
町
長
、
加
藤
清
正
が

杉
並
木
を
植
え
た
訳
は
。

町
長
　
熊
本
城
築
城
に
屋
久

杉
を
利
用
し
た
説
が
あ
る
。

矢
野
　
今
回
の
地
震
で
壊
れ

た
熊
本
城
の
柱
一
本
に
で
も

使
わ
れ
れ
ば
、
菊
陽
町
民
の

誇
り
に
な
っ
た
の
で
は
。
間

に
合
う
な
ら
提
言
を
。

菊
陽
の
観
光
と
特
産
品

矢
野
　
菊
陽
町
の
観
光
ア

ピ
ー
ル
は
ど
う
す
る
の
か
。

商
工
振
興
課
長
　
鼻
ぐ
り
井

手
を
観
光
拠
点
と
し
杉
並
フ
ェ

ス
タ
や
夏
祭
り
を
通
し
て
町
の

魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
。

矢
野
　
人
参
の
特
産
品
開
発

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

農
政
課
長
　
菊
陽
町
地
産
地

消
協
議
会
と
共
に
開
発
中
で

広
報
菊
陽
で
皆
様
か
ら
の
ア

イ
デ
ア
を
募
集
し
て
特
産
品

開
発
を
す
る
。

矢
野
　
地
域
に
興
味
と
愛
着

を
持
つ
た
め
に
地
域
カ
ル
タ

を
作
成
し
て
は
。

商
工
振
興
課
長

　菊
陽
町

ル
ー
ト
マ
ッ
プ
や
菊
陽
ま
ち

あ
そ
び
で
町
内
外
に
ア
ピ
ー

ル
し
親
し
み
と
誇
り
を
感
じ

る
町
作
り
に
努
め
る
。

紙
お
む
つ
の
分
別
に
つ
い
て

矢
野
　
大
人
用
の
紙
お
む
つ

が
増
え
て
焼
却
に
悪
影
響
が

あ
る
が
、
分
別
に
つ
い
て
検

討
が
必
要
で
は
な
い
か
。

環
境
生
活
課
長
　
事
業
所
か

ら
の
紙
お
む
つ
は
搬
入
を
制
限

し
菊
池
環
境
保
全
組
合
で
検
討

協
議
を
す
る
こ
と
に
な
る
。

矢
野
　
子
供
た
ち
へ
の
ゴ
ミ

分
別
学
習
は
ど
う
考
え
て
る
か
。

環
境
生
活
課
長
　
学
校
で
は

生
活
と
関
連
付
け
て
計
画
的

に
学
習
を
進
め
て
い
る
。

き
く
よ
う
健
康
ク
ラ
ブ
に
つ

い
て

矢
野
　
来
年
度
か
ら
入
会
金

と
更
新
料
は
ど
う
な
る
か
。

健
康
保
険
課
長
　
会
員
数
が

目
標
に
達
し
て
な
い
の
で
、

無
料
期
間
延
長
を
検
討
中

矢
野
　
ポ
イ
ン
ト
で
電
池
交

換
で
き
な
い
か
。

健
康
保
険
課
長
　
可
能
か
ど

う
か
検
討
し
ま
す
。

矢
野
　
ポ
イ
ン
ト
を
年
齢
・

性
別
で
変
え
れ
な
い
か
。

健
康
保
険
課
長
　
タ
ニ
タ
の

シ
ス
テ
ム
上
困
難
で
す
。
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武蔵ヶ丘中学校横の街路樹

新成区道路状況

RPA コンピューターが
仕事するイメージ

行き止まり道路に囲まれ、生活に不便

新
駅
の
設
置
、

　
　
　
　現
在
の
取
り
組
み
状
況
は

継
続
的
な
要
望
活
動
を
行
っ
て
い
る

答

行
き
止
ま
り
道
路
の
解
消
と

　
　
　町
道
認
定
基
準
の
明
文
化
を

北山 正樹 議員

通
り
抜
け
道
路
に
な
る
よ
う
進
め
る

答

大久保 輝 議員
 

国
土
強
靭
化
計
画

大
久
保
　
国
土
強
靭
化
地
域

計
画
を
策
定
す
る
、
町
と
し

て
の
目
的
と
メ
リ
ッ
ト
は
。

総
務
課
長
　
大
規
模
な
災
害

が
発
生
し
た
際
に
、
被
害
を

最
小
限
に
と
ど
め
、
迅
速
な

復
旧
・
復
興
が
可
能
と
な
る

よ
う
な
計
画
を
策
定
す
る
。

　
国
の
交
付
金
、
補
助
金
を

受
け
や
す
く
な
る
こ
と
は
大

き
な
メ
リ
ッ
ト
。

大
久
保
　
町
が
考
え
る
重
要

な
取
り
組
み
事
項
は
。
ま
た

脆
弱
性
の
評
価
は
さ
れ
て
い

る
か
。

総
務
課
長
　
想
定
さ
れ
る
大

規
模
な
災
害
は
、
大
地
震
と

台
風
、
大
雨
に
よ
る
白
川
の

氾
濫
な
ど
。
脆
弱
性
に
つ
い

て
は
、
こ
れ
か
ら
各
課
に
照

会
を
し
、
対
応
策
を
検
討
す

る
。

菊
陽
町
総
合
計
画

大
久
保
　
新
駅
の
設
置
に
つ

い
て
、
現
在
の
取
り
組
み
状

況
は
。

総
務
部
長
　
以
前
か
ら
J
R

に
対
し
、
継
続
的
な
要
望
活

動
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
今

年
８
月
に
も
熊
本
県
を
通
し

て
要
望
書
を
提
出
し
た
が
、

回
答
は
ま
だ
返
っ
て
き
て
い

な
い
。

大
久
保
　
三
里
木
駅
の
分
岐

延
伸
と
の
関
係
性
は
ど
う
か
。

総
務
部
長
　
現
時
点
に
お
い

て
、
空
港
ア
ク
セ
ス
の
事
業

全
体
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
わ

か
っ
て
い
な
い
の
で
、
何
と

も
申
し
上
げ
よ
う
が
な
い
。

大
久
保
　
新
駅
設
置
予
定
地

周
辺
の
環
境
整
備
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

総
務
部
長
　
新
駅
の
設
置
は
、

予
定
地
周
辺
の
開
発
は
も
と

よ
り
、
杉
並
木
公
園
線
の
延

伸
も
必
要
か
と
思
わ
れ
る
。

合
わ
せ
た
と
こ
ろ
で
考
え
て

い
く
。

大
久
保
　
杉
並
木
公
園
線
延

伸
の
取
り
組
み
状
況
は
。

土
木
部
長
　
事
業
時
期
に
つ

い
て
は
、
現
在
、
菊
陽
空
港

線
延
伸
事
業
を
進
め
て
い
る

の
で
、
そ
の
進
捗
を
み
な
が

ら
検
討
に
入
り
た
い
。

街
路
樹
に
関
す
る
こ
と

大
久
保
　
町
で
管
理
す
る
街

路
樹
の
管
理
費
は
。

建
設
課
長
　
剪
定
・
消
毒
・

除
草
な
ど
、
約
５
，
９
０
０

万
円
で
あ
る
。

大
久
保
　
今
後
、
ど
の
よ
う

な
問
題
が
考
え
ら
れ
る
か
。

建
設
課
長
　
適
切
で
計
画
的

な
維
持
管
理
に
努
め
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
他
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商

品
券
に
関
し
て
も
質
問
を
お

こ
な
っ
た
。

R
P
A(

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

に
よ
る
事
務
の
効
率
化)

手

法
に
対
す
る
町
の
見
解
は

総
合
政
策
課
長
　
R
P
A
は
、

従
来
パ
ソ
コ
ン
で
行
っ
て
い

る
業
務
を
自
動
化
す
る
仕
組

み
で
、
時
間
や
曜
日
に
関
係

な
く
作
業
も
可
能
で
あ
り
、

残
業
や
休
日
出
勤
の
削
減
な

ど
、
人
為
的
ミ
ス
の
防
止
に

つ
な
が
る
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
。

行
政
の
分
野
で
も
、
パ
ソ
コ

ン
に
よ
る
業
務
が
多
い
た
め
、

作
業
の
効
率
化
等
の
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
。

北
山
　
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
諸

申
請
が
可
能
な
体
制
を

福
祉
生
活
部
長
　
手
続
を
簡

便
化
す
る
努
力
は
必
要
と
認

識
す
る
。
仕
組
み
の
構
築
の

た
め
、
関
係
課
で
対
策
を
考

え
る
必
要
が
あ
る
。

北
山

　職
員
の
多
く
を
制
度

設
計
業
務
に
配
置
す
べ
し
。

総
務
課
長
　
深
刻
な
労
働
力

の
減
少
は
避
け
が
た
い
な
か
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
を
持
続
的
か

つ
安
定
的
に
供
給
し
て
い
く

た
め
に
は
、
A
I
（
人
工
知

能
）
や
R
P
A
で
処
理
で
き

る
業
務
は
全
て
任
せ
、
職
員

は
人
間
で
な
け
れ
ば
で
き
な

い
業
務
に
集
中
す
る
自
治
体

へ
と
、
転
換
す
る
必
要
が
あ

る
。

　
本
町
も
将
来
的
に
は

I
C
T
（
情
報
通
信
技
術
）

な
ど
を
活
用
し
、
少
な
い
職

員
で
業
務
の
効
率
化
、
自
動

化
等
を
進
め
る
必
要
が
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。

行
き
止
ま
り
道
路
の
解
消
と

町
道
認
定
基
準
の
明
文
化
を

北
山

　通
り
抜
け
が
で
き
な

い
道
路
に
つ
い
て
の
認
識
は
。

建
設
課
長
　
都
市
計
画
法
に

よ
り
、
適
正
な
制
限
の
中
で

行
き
止
ま
り
道
路
が
認
め
ら

れ
る
が
、
居
住
者
や
町
の
将

来
の
た
め
、
で
き
る
だ
け
通

り
抜
け
道
路
に
な
る
よ
う
進

め
て
い
る
。

北
山

　防
災
上
の
認
識
は
。

建
設
課
長
　
行
き
止
ま
り
道

路
で
は
、
災
害
時
に
道
路
が

塞
が
れ
、
避
難
が
困
難
に
な

る
。
今
後
と
も
計
画
道
路
が

少
し
で
も
安
心
な
状
況
で
あ

る
よ
う
申
請
者
に
働
き
か
け
、

で
き
る
だ
け
通
り
抜
け
道
路

に
な
る
よ
う
推
進
し
た
い
。

北
山

　明
文
化
し
た
町
道
認

定
基
準
を
設
け
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

土
木
部
長
　
基
準
に
つ
い
て

は
、
早
急
に
対
応
し
た
い
。

他
に
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
に

つ
い
て
質
問
を
し
た
。

小
平
ノ
上
か
ら
古
閑
原
ま
で
の
丘
陵
地
を

宅
地
開
発
可
能
地
に
出
来
な
い
か

課
題
は
あ
る
が
研
究
し

　
　
　
　
　
　
　検
討
し
た
上
で
対
応
し
て
い
く

答

久
保
田
台
地
開
発
の
可
能
性

阪本 俊浩 議員

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
高
い
エ
リ
ア
だ
と
考
え
て
い
る

答

 坂本 秀則 議員

す
べ
て
の
出
先
施
設
へ
公
用

車
設
置
に
向
け
て

坂
本
　
公
用
車
が
な
い
出
先

施
設
及
び
各
課
で
私
用
車
を

利
用
す
る
場
合
、
各
保
障
等

は
あ
る
の
か
。

財
政
課
長
　
事
故
の
場
合
は

各
自
加
入
の
自
賠
責
及
び
任

意
保
険
で
対
応
と
な
る
。

総
務
部
長
　
燃
料
費
等
は
今

は
支
給
し
て
な
い
が
、
実
態

調
査
し
て
何
ら
か
の
対
応
を

考
え
て
い
く
。

坂
本
　
各
出
先
施
設
に
公
用

車
を
設
置
出
来
な
い
か
。

財
政
課
長
　
通
常
の
業
務
連

絡
は
電
話
や
メ
ー
ル
で
出
来

る
の
で
配
備
す
る
計
画
は
現

在
し
て
い
な
い
。

北
小
校
区
の
発
展
と
活
性
化

に
向
け
て

坂
本
　
町
民
セ
ン
タ
ー
・
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
・

研
修
セ
ン
タ
ー
の
位
置
づ
け

と
違
い
は
な
に
か
。

総
合
政
策
課
長
　
設
置
目
的

は
そ
れ
ぞ
れ
の
設
置
条
例
に

規
定
し
て
い
る
。
少
し
の
違

い
は
あ
る
が
地
域
住
民
の
交

流
の
場
と
し
て
は
共
通
で
あ

る
。

坂
本
　
北
小
校
区
に
は
町
民

セ
ン
タ
ー
は
建
設
し
な
い
の

か
。

町
長
　
現
時
点
で
は
い
つ
建

設
す
る
か
明
言
で
き
な
い
が
、

財
政
状
況
を
見
な
が
ら
充
分

検
討
し
て
い
く
。

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
の

周
知
は
万
全
か

坂
本
　
会
計
年
度
任
用
職
員

制
度
導
入
の
現
臨
時
職
員
及

び
町
民
に
対
し
周
知
は
ど
の

よ
う
に
行
う
の
か
。

総
務
課
長
　
現
臨
時
・
非
常

勤
職
員
に
対
し
て
は
各
課
毎

説
明
会
を
開
催
す
る
。
町
民

に
対
し
て
は
広
報
き
く
よ
う

１
月
号
及
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
職
種
・
業
務
・
報
酬
・
勤

務
時
間
等
掲
載
す
る
。

坂
本
　
採
用
試
験
の
方
法
は

ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
。

総
務
課
長
　
各
課
毎
で
面
接

や
書
類
等
の
選
考
に
よ
り
採

用
を
決
定
す
る
。
時
期
は
２

月
頃
を
予
定
し
て
い
る
。

坂
本
　
職
歴
・
学
歴
等
の
確

認
後
、
給
与
額
決
定
と
あ
る

が
個
人
所
有
の
各
種
資
格
等

も
考
慮
で
き
な
い
か
。

総
務
課
長
　
資
格
を
有
す
る

こ
と
を
条
件
と
し
な
い
職
種

は
資
格
の
有
無
で
給
与
額
に

影
響
す
る
こ
と
は
な
い
。

違
法
建
築
防
止
に
向
け
て

坂
本
　
違
法
建
築
の
住
居
や

事
務
所
等
が
建
設
準
備
又
は

建
設
中
に
発
覚
し
た
場
合
町

は
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の

か
。

都
市
計
画
課
長
　
情
報
提
供

の
連
絡
を
受
け
現
地
確
認
を

行
い
工
事
停
止
命
令
の
権
限

を
有
す
る
県
に
報
告
す
る
。

坂
本
　
違
法
建
築
完
成
後
の

町
の
対
応
は
ど
う
す
る
の
か
。

都
市
計
画
課
長
　
雨
水
処
理

等
の
問
題
で
周
囲
へ
悪
影
響

を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
り
ま

す
の
で
移
転
命
令
等
の
権
限

を
有
す
る
県
へ
報
告
す
る
。

税
務
課
長
　
所
有
者
に
連
絡

を
と
り
家
屋
評
価
を
行
い
固

定
資
産
税
を
課
税
す
る
。

坂
本
　
違
法
建
築
防
止
の
為

の
パ
ト
ロ
ー
ル
や
啓
発
等
取

り
組
め
な
い
か
。

都
市
計
画
課
長
　
違
法
建
築

を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
も
、

県
と
連
携
を
と
り
な
が
ら

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
紙
等

に
掲
載
し
啓
発
に
努
め
て
い

く
。

交
通
渋
滞

対
策
を
問
う

阪
本
　
セ
ミ
コ
ン
テ
ク
ノ

パ
ー
ク
方
面
に
向
か
う
車
両

の
渋
滞
に
つ
い
て
、
ど
う
把

握
し
て
い
る
の
か
。

建
設
課
長
　
菊
陽
バ
イ
パ
ス
、

南
方
大
人
足
線
、
菊
陽
空
港

線
、
曲
手
原
水
線
の
交
通
渋

滞
は
慢
性
的
に
発
生
し
て
い

る
と
認
識
し
て
い
る
。

阪
本
　
新
原
水
工
業
団
地
完

成
後
の
交
通
量
の
試
算
は
、

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

商
工
振
興
課
長
　
１
日
の
交

通
量
が
約
2
0
0
0
台
増
加

す
る
と
試
算
し
て
い
る
。

阪
本
　
今
後
の
具
体
的
な
解

決
策
は
考
え
て
い
る
の
か
。

土
木
部
長
　
菊
陽
空
港
線
延

伸
道
路
を
整
備
す
る
こ
と
で
、

交
通
の
流
れ
が
変
わ
り
、
交

通
量
を
分
散
化
す
る
効
果
が

あ
る
と
見
込
ん
で
い
る
。

将
来
の
幹
線
道
路
整
備
計
画

に
つ
い
て

阪
本
　
川
久
保
南
方
線
の
改

良
工
事
の
進
捗
状
況
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

建
設
課
長
　
来
年
度
以
降
に

橋
梁
佐
土
原
橋
の
測
量
設
計

等
を
行
い
、
橋
梁
の
改
修
工

事
に
入
る
予
定
で
あ
る
。

阪
本
　
南
方
交
差
点
へ
の
延

伸
は
考
え
て
い
る
の
か
。

建
設
課
長
　
構
想
実
現
の
た

め
の
検
討
を
進
め
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

阪
本
　
辛
川
鹿
本
線
の
改
良

計
画
の
進
捗
状
況
を
示
せ
。

町
長
　
町
に
と
っ
て
も
縦
軸

の
防
災
、
経
済
道
路
と
し
て

整
備
が
必
要
な
重
要
路
線
と

考
え
て
い
る
。
町
と
県
、
熊

本
市
が
情
報
を
共
有
し
、
早

期
工
事
完
了
に
向
け
取
り
組

ん
で
い
た
だ
く
よ
う
県
、
市

に
も
強
く
要
望
し
て
い
く
。

久
保
田
台
地
の
将
来
像
を
ど

う
考
え
て
い
る
の
か

阪
本
　
久
保
田
台
地
開
発
の

可
能
性
は
あ
る
の
か
。

都
市
計
画
課
長
　
熊
本
イ
ン

タ
ー
、
阿
蘇
く
ま
も
と
空
港

な
ど
交
通
イ
ン
フ
ラ
が
整
っ

て
お
り
、
開
発
に
向
け
た
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
が
高
い
エ
リ
ア

だ
と
考
え
て
い
る
。
新
た
な

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

の
中
で
将
来
像
を
示
し
て
い

き
た
い
。

阪
本
　
菊
陽
バ
イ
パ
ス
に
隣

接
す
る
農
業
用
地
の
将
来
像

を
示
せ
。

都
市
計
画
課
長
　
曲
手
原
水

線
か
ら
東
へ
約
3
0
0
メ
ー

ト
ル
は
、
一
定
の
条
件
を
満

た
せ
ば
、
都
市
計
画
法
に
基

づ
く
開
発
を
行
う
こ
と
は
可

能
だ
と
考
え
て
い
る
。
そ
の

東
か
ら
中
尾
地
区
ま
で
は
農

振
法
、
農
地
法
の
ク
リ
ア
が

難
し
い
と
考
え
て
い
る
。

ご
と
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武蔵ヶ丘中学校横の街路樹

新成区道路状況

RPA コンピューターが
仕事するイメージ

行き止まり道路に囲まれ、生活に不便

新
駅
の
設
置
、

　
　
　
　現
在
の
取
り
組
み
状
況
は

継
続
的
な
要
望
活
動
を
行
っ
て
い
る

答

行
き
止
ま
り
道
路
の
解
消
と

　
　
　町
道
認
定
基
準
の
明
文
化
を

北山 正樹 議員

通
り
抜
け
道
路
に
な
る
よ
う
進
め
る

答

大久保 輝 議員

 

国
土
強
靭
化
計
画

大
久
保
　
国
土
強
靭
化
地
域

計
画
を
策
定
す
る
、
町
と
し

て
の
目
的
と
メ
リ
ッ
ト
は
。

総
務
課
長
　
大
規
模
な
災
害

が
発
生
し
た
際
に
、
被
害
を

最
小
限
に
と
ど
め
、
迅
速
な

復
旧
・
復
興
が
可
能
と
な
る

よ
う
な
計
画
を
策
定
す
る
。

　
国
の
交
付
金
、
補
助
金
を

受
け
や
す
く
な
る
こ
と
は
大

き
な
メ
リ
ッ
ト
。

大
久
保
　
町
が
考
え
る
重
要

な
取
り
組
み
事
項
は
。
ま
た

脆
弱
性
の
評
価
は
さ
れ
て
い

る
か
。

総
務
課
長
　
想
定
さ
れ
る
大

規
模
な
災
害
は
、
大
地
震
と

台
風
、
大
雨
に
よ
る
白
川
の

氾
濫
な
ど
。
脆
弱
性
に
つ
い

て
は
、
こ
れ
か
ら
各
課
に
照

会
を
し
、
対
応
策
を
検
討
す

る
。

菊
陽
町
総
合
計
画

大
久
保
　
新
駅
の
設
置
に
つ

い
て
、
現
在
の
取
り
組
み
状

況
は
。

総
務
部
長
　
以
前
か
ら
J
R

に
対
し
、
継
続
的
な
要
望
活

動
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
今

年
８
月
に
も
熊
本
県
を
通
し

て
要
望
書
を
提
出
し
た
が
、

回
答
は
ま
だ
返
っ
て
き
て
い

な
い
。

大
久
保
　
三
里
木
駅
の
分
岐

延
伸
と
の
関
係
性
は
ど
う
か
。

総
務
部
長
　
現
時
点
に
お
い

て
、
空
港
ア
ク
セ
ス
の
事
業

全
体
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
わ

か
っ
て
い
な
い
の
で
、
何
と

も
申
し
上
げ
よ
う
が
な
い
。

大
久
保
　
新
駅
設
置
予
定
地

周
辺
の
環
境
整
備
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

総
務
部
長
　
新
駅
の
設
置
は
、

予
定
地
周
辺
の
開
発
は
も
と

よ
り
、
杉
並
木
公
園
線
の
延

伸
も
必
要
か
と
思
わ
れ
る
。

合
わ
せ
た
と
こ
ろ
で
考
え
て

い
く
。

大
久
保
　
杉
並
木
公
園
線
延

伸
の
取
り
組
み
状
況
は
。

土
木
部
長
　
事
業
時
期
に
つ

い
て
は
、
現
在
、
菊
陽
空
港

線
延
伸
事
業
を
進
め
て
い
る

の
で
、
そ
の
進
捗
を
み
な
が

ら
検
討
に
入
り
た
い
。

街
路
樹
に
関
す
る
こ
と

大
久
保
　
町
で
管
理
す
る
街

路
樹
の
管
理
費
は
。

建
設
課
長
　
剪
定
・
消
毒
・

除
草
な
ど
、
約
５
，
９
０
０

万
円
で
あ
る
。

大
久
保
　
今
後
、
ど
の
よ
う

な
問
題
が
考
え
ら
れ
る
か
。

建
設
課
長
　
適
切
で
計
画
的

な
維
持
管
理
に
努
め
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
他
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商

品
券
に
関
し
て
も
質
問
を
お

こ
な
っ
た
。

R
P
A(

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

に
よ
る
事
務
の
効
率
化)

手

法
に
対
す
る
町
の
見
解
は

総
合
政
策
課
長
　
R
P
A
は
、

従
来
パ
ソ
コ
ン
で
行
っ
て
い

る
業
務
を
自
動
化
す
る
仕
組

み
で
、
時
間
や
曜
日
に
関
係

な
く
作
業
も
可
能
で
あ
り
、

残
業
や
休
日
出
勤
の
削
減
な

ど
、
人
為
的
ミ
ス
の
防
止
に

つ
な
が
る
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
。

行
政
の
分
野
で
も
、
パ
ソ
コ

ン
に
よ
る
業
務
が
多
い
た
め
、

作
業
の
効
率
化
等
の
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
。

北
山
　
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
諸

申
請
が
可
能
な
体
制
を

福
祉
生
活
部
長
　
手
続
を
簡

便
化
す
る
努
力
は
必
要
と
認

識
す
る
。
仕
組
み
の
構
築
の

た
め
、
関
係
課
で
対
策
を
考

え
る
必
要
が
あ
る
。

北
山

　職
員
の
多
く
を
制
度

設
計
業
務
に
配
置
す
べ
し
。

総
務
課
長
　
深
刻
な
労
働
力

の
減
少
は
避
け
が
た
い
な
か
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
を
持
続
的
か

つ
安
定
的
に
供
給
し
て
い
く

た
め
に
は
、
A
I
（
人
工
知

能
）
や
R
P
A
で
処
理
で
き

る
業
務
は
全
て
任
せ
、
職
員

は
人
間
で
な
け
れ
ば
で
き
な

い
業
務
に
集
中
す
る
自
治
体

へ
と
、
転
換
す
る
必
要
が
あ

る
。

　
本
町
も
将
来
的
に
は

I
C
T
（
情
報
通
信
技
術
）

な
ど
を
活
用
し
、
少
な
い
職

員
で
業
務
の
効
率
化
、
自
動

化
等
を
進
め
る
必
要
が
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。

行
き
止
ま
り
道
路
の
解
消
と

町
道
認
定
基
準
の
明
文
化
を

北
山

　通
り
抜
け
が
で
き
な

い
道
路
に
つ
い
て
の
認
識
は
。

建
設
課
長
　
都
市
計
画
法
に

よ
り
、
適
正
な
制
限
の
中
で

行
き
止
ま
り
道
路
が
認
め
ら

れ
る
が
、
居
住
者
や
町
の
将

来
の
た
め
、
で
き
る
だ
け
通

り
抜
け
道
路
に
な
る
よ
う
進

め
て
い
る
。

北
山

　防
災
上
の
認
識
は
。

建
設
課
長
　
行
き
止
ま
り
道

路
で
は
、
災
害
時
に
道
路
が

塞
が
れ
、
避
難
が
困
難
に
な

る
。
今
後
と
も
計
画
道
路
が

少
し
で
も
安
心
な
状
況
で
あ

る
よ
う
申
請
者
に
働
き
か
け
、

で
き
る
だ
け
通
り
抜
け
道
路

に
な
る
よ
う
推
進
し
た
い
。

北
山

　明
文
化
し
た
町
道
認

定
基
準
を
設
け
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

土
木
部
長
　
基
準
に
つ
い
て

は
、
早
急
に
対
応
し
た
い
。

他
に
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
に

つ
い
て
質
問
を
し
た
。

小
平
ノ
上
か
ら
古
閑
原
ま
で
の
丘
陵
地
を

宅
地
開
発
可
能
地
に
出
来
な
い
か

課
題
は
あ
る
が
研
究
し

　
　
　
　
　
　
　検
討
し
た
上
で
対
応
し
て
い
く

答

久
保
田
台
地
開
発
の
可
能
性

阪本 俊浩 議員

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
高
い
エ
リ
ア
だ
と
考
え
て
い
る

答

 坂本 秀則 議員

す
べ
て
の
出
先
施
設
へ
公
用

車
設
置
に
向
け
て

坂
本
　
公
用
車
が
な
い
出
先

施
設
及
び
各
課
で
私
用
車
を

利
用
す
る
場
合
、
各
保
障
等

は
あ
る
の
か
。

財
政
課
長
　
事
故
の
場
合
は

各
自
加
入
の
自
賠
責
及
び
任

意
保
険
で
対
応
と
な
る
。

総
務
部
長
　
燃
料
費
等
は
今

は
支
給
し
て
な
い
が
、
実
態

調
査
し
て
何
ら
か
の
対
応
を

考
え
て
い
く
。

坂
本
　
各
出
先
施
設
に
公
用

車
を
設
置
出
来
な
い
か
。

財
政
課
長
　
通
常
の
業
務
連

絡
は
電
話
や
メ
ー
ル
で
出
来

る
の
で
配
備
す
る
計
画
は
現

在
し
て
い
な
い
。

北
小
校
区
の
発
展
と
活
性
化

に
向
け
て

坂
本
　
町
民
セ
ン
タ
ー
・
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
・

研
修
セ
ン
タ
ー
の
位
置
づ
け

と
違
い
は
な
に
か
。

総
合
政
策
課
長
　
設
置
目
的

は
そ
れ
ぞ
れ
の
設
置
条
例
に

規
定
し
て
い
る
。
少
し
の
違

い
は
あ
る
が
地
域
住
民
の
交

流
の
場
と
し
て
は
共
通
で
あ

る
。

坂
本
　
北
小
校
区
に
は
町
民

セ
ン
タ
ー
は
建
設
し
な
い
の

か
。

町
長
　
現
時
点
で
は
い
つ
建

設
す
る
か
明
言
で
き
な
い
が
、

財
政
状
況
を
見
な
が
ら
充
分

検
討
し
て
い
く
。

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
の

周
知
は
万
全
か

坂
本
　
会
計
年
度
任
用
職
員

制
度
導
入
の
現
臨
時
職
員
及

び
町
民
に
対
し
周
知
は
ど
の

よ
う
に
行
う
の
か
。

総
務
課
長
　
現
臨
時
・
非
常

勤
職
員
に
対
し
て
は
各
課
毎

説
明
会
を
開
催
す
る
。
町
民

に
対
し
て
は
広
報
き
く
よ
う

１
月
号
及
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
職
種
・
業
務
・
報
酬
・
勤

務
時
間
等
掲
載
す
る
。

坂
本
　
採
用
試
験
の
方
法
は

ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
。

総
務
課
長
　
各
課
毎
で
面
接

や
書
類
等
の
選
考
に
よ
り
採

用
を
決
定
す
る
。
時
期
は
２

月
頃
を
予
定
し
て
い
る
。

坂
本
　
職
歴
・
学
歴
等
の
確

認
後
、
給
与
額
決
定
と
あ
る

が
個
人
所
有
の
各
種
資
格
等

も
考
慮
で
き
な
い
か
。

総
務
課
長
　
資
格
を
有
す
る

こ
と
を
条
件
と
し
な
い
職
種

は
資
格
の
有
無
で
給
与
額
に

影
響
す
る
こ
と
は
な
い
。

違
法
建
築
防
止
に
向
け
て

坂
本
　
違
法
建
築
の
住
居
や

事
務
所
等
が
建
設
準
備
又
は

建
設
中
に
発
覚
し
た
場
合
町

は
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の

か
。

都
市
計
画
課
長
　
情
報
提
供

の
連
絡
を
受
け
現
地
確
認
を

行
い
工
事
停
止
命
令
の
権
限

を
有
す
る
県
に
報
告
す
る
。

坂
本
　
違
法
建
築
完
成
後
の

町
の
対
応
は
ど
う
す
る
の
か
。

都
市
計
画
課
長
　
雨
水
処
理

等
の
問
題
で
周
囲
へ
悪
影
響

を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
り
ま

す
の
で
移
転
命
令
等
の
権
限

を
有
す
る
県
へ
報
告
す
る
。

税
務
課
長
　
所
有
者
に
連
絡

を
と
り
家
屋
評
価
を
行
い
固

定
資
産
税
を
課
税
す
る
。

坂
本
　
違
法
建
築
防
止
の
為

の
パ
ト
ロ
ー
ル
や
啓
発
等
取

り
組
め
な
い
か
。

都
市
計
画
課
長
　
違
法
建
築

を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
も
、

県
と
連
携
を
と
り
な
が
ら

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
紙
等

に
掲
載
し
啓
発
に
努
め
て
い

く
。

交
通
渋
滞

対
策
を
問
う

阪
本
　
セ
ミ
コ
ン
テ
ク
ノ

パ
ー
ク
方
面
に
向
か
う
車
両

の
渋
滞
に
つ
い
て
、
ど
う
把

握
し
て
い
る
の
か
。

建
設
課
長
　
菊
陽
バ
イ
パ
ス
、

南
方
大
人
足
線
、
菊
陽
空
港

線
、
曲
手
原
水
線
の
交
通
渋

滞
は
慢
性
的
に
発
生
し
て
い

る
と
認
識
し
て
い
る
。

阪
本
　
新
原
水
工
業
団
地
完

成
後
の
交
通
量
の
試
算
は
、

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

商
工
振
興
課
長
　
１
日
の
交

通
量
が
約
2
0
0
0
台
増
加

す
る
と
試
算
し
て
い
る
。

阪
本
　
今
後
の
具
体
的
な
解

決
策
は
考
え
て
い
る
の
か
。

土
木
部
長
　
菊
陽
空
港
線
延

伸
道
路
を
整
備
す
る
こ
と
で
、

交
通
の
流
れ
が
変
わ
り
、
交

通
量
を
分
散
化
す
る
効
果
が

あ
る
と
見
込
ん
で
い
る
。

将
来
の
幹
線
道
路
整
備
計
画

に
つ
い
て

阪
本
　
川
久
保
南
方
線
の
改

良
工
事
の
進
捗
状
況
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

建
設
課
長
　
来
年
度
以
降
に

橋
梁
佐
土
原
橋
の
測
量
設
計

等
を
行
い
、
橋
梁
の
改
修
工

事
に
入
る
予
定
で
あ
る
。

阪
本
　
南
方
交
差
点
へ
の
延

伸
は
考
え
て
い
る
の
か
。

建
設
課
長
　
構
想
実
現
の
た

め
の
検
討
を
進
め
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

阪
本
　
辛
川
鹿
本
線
の
改
良

計
画
の
進
捗
状
況
を
示
せ
。

町
長
　
町
に
と
っ
て
も
縦
軸

の
防
災
、
経
済
道
路
と
し
て

整
備
が
必
要
な
重
要
路
線
と

考
え
て
い
る
。
町
と
県
、
熊

本
市
が
情
報
を
共
有
し
、
早

期
工
事
完
了
に
向
け
取
り
組

ん
で
い
た
だ
く
よ
う
県
、
市

に
も
強
く
要
望
し
て
い
く
。

久
保
田
台
地
の
将
来
像
を
ど

う
考
え
て
い
る
の
か

阪
本
　
久
保
田
台
地
開
発
の

可
能
性
は
あ
る
の
か
。

都
市
計
画
課
長
　
熊
本
イ
ン

タ
ー
、
阿
蘇
く
ま
も
と
空
港

な
ど
交
通
イ
ン
フ
ラ
が
整
っ

て
お
り
、
開
発
に
向
け
た
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
が
高
い
エ
リ
ア

だ
と
考
え
て
い
る
。
新
た
な

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

の
中
で
将
来
像
を
示
し
て
い

き
た
い
。

阪
本
　
菊
陽
バ
イ
パ
ス
に
隣

接
す
る
農
業
用
地
の
将
来
像

を
示
せ
。

都
市
計
画
課
長
　
曲
手
原
水

線
か
ら
東
へ
約
3
0
0
メ
ー

ト
ル
は
、
一
定
の
条
件
を
満

た
せ
ば
、
都
市
計
画
法
に
基

づ
く
開
発
を
行
う
こ
と
は
可

能
だ
と
考
え
て
い
る
。
そ
の

東
か
ら
中
尾
地
区
ま
で
は
農

振
法
、
農
地
法
の
ク
リ
ア
が

難
し
い
と
考
え
て
い
る
。

ご
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Ｔｅａ Ｔｉｍｅちょっと ひといき
てぃー たいむ

　この度、私は晴れて成人式を迎え、大人の仲間入りをしました。二
十歳という大きな節目を迎えた今、1番に思うことは感謝です。私を育
ててくれた家族、かけがえのない友人･仲間、私を正しい道へと導いて
くださった恩師の方々、いつも見守ってくださった地域の方々、大好
きな菊陽町。とても言い表すことのできない感謝でいっぱいです。こ
の感謝の気持ちを忘れず、尊敬されるような立派な大人になりたいと
思います。

　私は、成人になるにあたってまず、感謝を忘れずに生きていきたい
と思います。この20年間、自分をここまで育ててくれた親、自分と道
を共にしてきてくれた仲間、どんな時も自分を支えてくれた恋人、み
んながいたから私はここまで成長し、ここまでやってこれました。
　だから私は、成人になるにあたって、感謝を忘れずに、これからを
生きていきたいと思います。

　今年成人式という大きな節目を迎えることができ、大変嬉しく思います。
　私は昨年、光の森で鉄板バル HACHIROKUをオープンしました。経験のない事へ
の挑戦は、正直楽しさよりも辛い事の方が多かったです。ですが、お客様からのおい
しいの一言がとても嬉しく、挑戦して良かったと思います。
　また、私の挑戦を後押ししてくれた家族や知人に、感謝の気持ちを伝えたいです。
　私の夢は、帰省する友人の“帰る場所„や地元の方に“愛されるお店„として地元の
活性化に貢献出来るお店にすることです。その夢に向かって頑張りますので、応援よ
ろしくお願いします。

　私は今回成人を迎えるにあたり、二つの目標を定めました。
　一つ目は様々なことにチャレンジする事です。自分の行動一つ一つ
に自信を持ち、子ども達にその姿を見せることで、お手本となる格好
良い大人になります。
　二つ目は人の役に立つ事です。私は春から消防士になります。地域
の安全を守れる職業として、町民の方々の安心できる毎日を作りたい
です。そして、この大好きな菊陽町へ全力で恩返しができるよう、精
進してまいります。

　私はこの度、成人式という節目の日を迎えることができました。私
は小学校、中学校と菊陽町で過ごしてきましたが、今まで安全に生活
してこられたのは、地域の皆様が作って下さった環境や、私たちを見
守る温かい目があったからだと思います。
　これからは私自身が、地域社会の新しい担い手として、地域に貢献
していきたいです。
　議員の皆様におかれましては、これからも住み良い町づくりのため
に頑張って頂きますよう応援しております。

新成人の声

5 人の方々に、新成人としての思いを述べていただきました。

大野 順也
おお    の     じゅん や

森口　明
もり  ぐち　      あきら

御山　凌
み    やま　       りょう
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会
館
で
行
わ
れ
た
。

　
広
域
連
合
の
議
員
定
数
は
、

四
五
人
で
構
成
市
町
村
の
長

又
は
議
会
の
議
員
か
ら
構
成

さ
れ
て
い
る
。今
回
の
議
会

で
は
、
主
に
一
般
会
計
の
歳

入
歳
出
決
算
の
認
定
と
医
療

特
別
会
計
の
歳
入
歳
出
決
算

の
認
定
、
補
正
予
算
の
審
議

な
ど
が
行
わ
れ
承
認
さ
れ
た
。

　
そ
の
議
会
の
中
で
私
は
、

平
成
三
十
年
度
の
健
診
受
診

率
や
歯
科
検
診
の
受
診
率
に

つ
い
て
質
し
、
受
診
率
向
上

の
た
め
の
今
後
の
対
策
に
つ

い
て
一
般
質
問
を
行
っ
た
。

来
年
度
は
、
後
期
高
齢
者
医

療
の
保
険
料
の
改
定
の
時
期

で
あ
り
、
今
後
と
も
町
民
の

み
な
さ
ん
の
声
が
反
映
で
き

る
よ
う
に
努
め
た
い
。

（
小
林
久
美
子
議
員
）

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会
開
か
れ
る

研
修
日
及
び
訪
問
先
：
令
和
元
年
10
月
29
、30
日
、佐
賀
県
有
田
町
、福
岡
県
宇
美
町有田町での研修模様
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この
メンバーでがんばりました

町内保育園のクリスマス発表会
の様子

議
会
か
ら
の
お
願
い

　
議
会
だ
よ
り
取
材
の
た
め
、
腕
章
を
着
用
し
た
議

会
議
員
が
写
真
撮
影
に
伺
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
　
発
行
責
任
者 

 

　
　 

議
　
　
長
　
　 

上
田
　
茂
政

　
　
　
　
編
集
者委 

員 

長 

　  

北
山
　
正
樹

副
委
員
長      

西
本
　
友
春

委
　
　
員      

福
島
　
知
雄

委
　
　
員      

佐
々
木
理
美
子

委
　
　
員      

大
久
保
　
輝

委
　
　
員      

矢
野
　
厚
子

こ
の
議
会
だ
よ
り
は
再
生
紙
を
使
っ
て
い
ま
す
。

編
集
後
記

大
久
保 

輝

　
令
和
と
な
り
初
め
て
の
新
年
が
明
け
、
皆

さ
ま
に
は
新
し
い
年
を
健
や
か
に
お
迎
え
に

な
ら
れ
た
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　
昨
年
の
改
選
後
、
今
期
の
広
報
特
別
委
員

会
と
し
て
３
回
目
の
議
会
だ
よ
り
発
行
と
な

り
ま
す
。
私
自
身
は
、
前
期
よ
り
広
報
特
別

委
員
会
の
委
員
と
し
て
５
年
目
と
な
り
ま
し

た
。

　
今
回
の
広
報
に
も
記
載
あ
る
通
り
、
昨
年

の
10
月
に
広
報
委
員
会
と
し
て
２
町
を
訪
問

し
研
修
、
11
月
に
は
熊
本
県
町
村
議
会
委
員

会
研
修
へ
の
参
加
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
こ
れ
ら
の
研
修
も
活
か
し
、
試
行
錯
誤
し

な
が
ら
「
魅
力
あ
る
、
読
ん
で
い
た
だ
け
る

議
会
だ
よ
り
」
を
目
指
し
て
委
員
全
員
が
編

集
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
皆
様
の
ご
意
見
も
お
待
ち
い
た
し
て
お
り

ま
す
。

表紙の 紹介

議　会 委　員　会 町の行事

10
月

1 熊本県町村議員研修 検討委員会　　広報委員会
3 菊池広域連合議会定例会
4 広報委員会
7

菊池広域連合議会研修8
9
11 議会運営委員会　広報委員会
16 広報委員会
18 検討委員会
23 山口県田布施町行政視察
28 臨時議会
29 広報研修（有田町・宇美町）30 建築業組合　意見交換会

11
月

2 ボランティア大会
7 老連グランドゴルフ大会
8 屋久島町交流会
9 杉並フェスタ
11 検討委員会　　議会運営委員会
12

大津菊陽水道議会研修13 町村議会議長全国大会14
15 全員協議会 検討委員会
16 18回健康ウオーク
17 鼻ぐり井手祭
18 全員協議会
20 菊池広域連合議会定例会
22 広報委員会　研修
24 職場対抗スポーツ大会
25 検討委員会　
26 大津菊陽水道　全員協議会 議会運営委員会
28 臨時議会 検討委員会　　議会運営委員会
30 福祉の集い

12
月

3

12月定例会

4
5
6
7 人権子ども集会
8
9
10
11 国土交通省福岡事務所　防災広場等陳情
12 議会運営委員会
15 中九州高規格道路建設決起集会
17 議会運営委員会　開かれた議会特別委員会
20 都市計画審議会
23 空き屋対策等検討委員会
24 広報委員会　白菊園
25 広報委員会　武蔵ヶ丘・三里木・もみじ　各保育園
26 広報委員会
27 仕事納め

●議会活動報告（令和元年 10 月〜 12 月）
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